
わくわく中部
中部教育局社会教育担当だより
令和８年１月８日発行

１月の体験活動イベント 子どもたちの体験活動を応援します！

９日（金）～１7日（土）
１１日（日）
１２日（月）
３1日（土）

あいサポート・アートとっとり展
関金まるしぇ
国府川の水鳥を見よう
鳥取県教育研究大会 ふるさとキャリア教育フェスティバル

（鳥取県立美術館）
（関金文化センター）
（倉吉市防災センター）
（エースパック未来中心）

中部のヒト･モノ･コトを訪ねて 成徳コミュニティセンター（倉吉市）

ちゅうぶくんが行く！

中学生が地域貢献活動をすると聞き、成徳コミュニティセンターに行ってきました。

この日は、東中学校の学友会執行部が主催する、全校生徒での年２回の地域貢献活動
で、校区内の他のコミュニティセンターや小学校などに分かれて活動が行われました。成徳
コミュニティセンターでは、事前にどんな活動ができるのか学友会の生徒が打合せを行い、
どこをどんなふうに掃除するのか、中学生自身が考えたそうです。
中学生たちは自分の選んだ場所で、細かい所まで丁寧に掃除するなど、みんな一生懸命
に取り組んでいました。中学生たちの頑張る姿、清々しさから元気をもらえました！

写真：左から矢筈ヶ山、小矢筈、甲ヶ山（琴浦町野井倉）

鳥 取 県 中 部 の 社 会 教 育 を つ な ぐ 、ひ ろ げ る

中学生が地域社会の担い手
として、地域に貢献する活動は、
東日本大震災以降、全国に広
がっています。
地域貢献活動を行うことで、

地域の方々にお世話になってい
ることに気づき感謝することや、
地域を大切に思う気持ちを育む
ことにつながりますね。



問題解決

地域課題はみんなの力で乗り越えよう！
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もっと知りたい！

教えて、ちゅうぶくん！

地域課題って、何？

中部ハイスクールフォーラム２０２５ １２月７日（日） まなびタウンとうはく

「高校生の力で中部地区を元気にしよう！地域
と高校生のコラボレーション」のテーマのもと、今
年度も中部ハイスクールフォーラムが開かれました。
前半は中部地区の高校生が、地域課題解決な

ど、主体的な取組を通じて学んだ成果や、地域と
高校生の連携事業案などの発表がありました。ど
の発表も素晴らしい内容でしたが、特に印象的
だったのは、一番最初に発表した倉吉西高校の
「地域資源としての空き家活用～三朝町の可能性
～」でした。空き家に置かれたままの家具からリメ
イクした椅子などを作って、ふるさと納税返礼品と
して販売したり、空き家をイベント会場として活用し
たい業者とのマッチングを行ったりするなど、空き
家に新たな価値を生み出す取組の実践発表でし
た。空き家問題解決策と地域活性化、どちらも盛り
込まれており、高校生とは思えないほど、レベルの
高い素晴らしい実践内容でした。
後半は、中学生・高校生と一般の参加者が６人

程度のグループに分かれて、グループトークを行
い、地域課題解決や地域活性化につながるヒント
を探していきました。「もし、自分の住んでいる市・
町の市長・町長になったら何をしたい？」という問
いには、中高生から「大型商業施設の誘致」「遊
べる場所を作る」など若者らしい意見もありました
が、中には「子育て支援」「若者のチャレンジを応
援・サポート」「学校の体育館にエアコン設置」な
ど、現実的な意見もあり、各グループのトークも盛
り上がりました。
中学生・高校生たちの良いお手本となれるよう

に、大人もがんばらなくてはいけないと感じました。
自分の身近な所から行動し、頑張る大人の後ろ姿
を子どもたちに見せて、地域課題解決に向けて取
り組む大人を増やしていきたいと思いました。

～家族で書き初め！～

【あとがき】 「コミュニティセンター活動展」
倉吉市内のコミュニティセンターの活動を紹介する
「コミュニティセンター活動展」がありました。各コミュ
ニティセンターのパネルや作品展示だけでなく、無料で
誰でも参加できる体験コーナーもありました。
体験コーナーは子どもからシニア世代まで、たくさん
の方が参加され、お正月飾りを作っておられました。講
師の先生だけでなく、各コミュニティセンターの職員さ
んの優しいフォローもあり、皆さん上手に作品を仕上げ
ておられました。無料の体験コーナーがあることで気軽
に立ち寄れて、普段、コミュニティセンターにあまり行か
ない方も、活動を知るきっかけになると感じました。

保育園 幼稚園
こども園

小学校

家庭、学校、地域の
連携、サポートが大切

小鴨コミュニティセン
ター事業では、小学校
に入学する前から保護
者同士、子ども同士を
つなぐ活動として、この
講座を実施されていま
す。。

ハイスクールフォーラムでは、
倉吉市小鴨地区の高校生
サークルも発表しました。
前回は「ししＧＡＭＯ７」、今
回は「もうちゅう１１」と小鴨地
区の中で新たな伝統として、
高校生の主体的なサークル活
動が引き継がれています。こ
れからの「もうちゅう１１」の活
躍も楽しみです！

。

対話

意見交換

コミュニ
ケーション

学び

誰かに何かを
してもらうのでは
なく、自ら学び、自
ら作り上げていく
「ほくラボ」は、地
域をよくしようとい
う主体性を高める、
素晴らしい取組
ですね！

都市部の課題としては、待機児童問題、地域コミュニティの弱体化・機能

不全などがあります。過疎地域の課題としては、人口流出、経済・社会の持続性
の低下などがあります。これら、各地域が抱える課題を地域課題といいます。
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